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要浸：副助詞の「くらい」と「ぐらい」は，歴史的には名詞の位階を表す「位」と
いう語から派生したものである。われわれは「くらい」も「ぐらい」もほとんど岡
じ語のように用いているが，これらの語に違いはないのであろうか。国語の標準を
確立するのに大きく寄与したとされる『国定読本渥のデータを用いて，一晃違いが
ないように思われるこれらの語が損わされている役翻を明らかにする。
キーワード：国定読本，副助詞，くらい，ぐらい，程度衰現
Abstract：　Historica｝ly，　the　adverbial　particles　kuvai　and　gurai　both　derive　from
the　same　word　KURAI（践。雛n；mea油9　grade，　rank）．We　use舷忽or　g溜ねs
if　there　were　no　difference；　in　the　same　sentence，　some　use　kumi　and　others　use
gurai．　1　will　make　clear　the　role　of　eack　word　by　using　examples　from　Kokutei
Toleuhon，　elemeRtary　schoo！　readers　used　irom　1904　to　1949　which　greatly
contributed　to　the　s宅a無dar（鷺zat圭on　of　the∫apanese玉a鍛9慧age．
Key　words：　Kokutei　Tofeuhon，　adverbial　particles，　leurai，，　gurai，　degree　expres－
sio捻
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1．はじめに
　われわれがふだんの生活で目にする程度表現のひとつに謝助詞「くらい」
を用いたものがある。位階を表わす「位」が助詞的に使用されるようになっ
たものとされるが㈱），注意してみると，「くらい」と同様に「ぐらい」という
形式も用いられていることがわかる。文学作晶を例にとると，
0熱は間もなく下がり、風邪も一週間くらみで癒るにはなほったが、
○鼻の下に短い髭を生した三十ぐらみの男の立姿である。
　　　　　　　　　　　　　　　　（ともに洋髪』近松秋江，1922年）
というように「くらい」・「ぐらい」双方が出現している。
　また，会話などにおいても双方が入り交じって使用されているようである。
発話データそのものではないが，複数の人物による会話を文字におこした資
料を例にとって以下に示す。
OBC　LOOO年くらいから森林がへりはじめ、さらに今から一・五〇〇年前
ぐらいを境にに森林の非常な減少が起こった。
○バナナの上限は二〇〇〇メートルくらいだ。
○竪穴の中から長さ一六センチくらいの炭化したパンが見つかった。
○一五〇種くらいは覚えていないと、山を歩いたときシダの名前をすらすら
とは言えない。
〇五〇年くらい前のことでしょう。
○大体一〇〇〇メートルから一五〇〇メートルぐらいの山岳部です。
○ちょうど南はジャワぐらい、北はシナ、田本という伝播をした
○それがおよそAD四五〇年ぐらいまで続く。
○照葉樹林のところを～週間ぐらい、馬に乗って首府へ行く道をたどった。
　　　　　　　　　（『照葉樹林文化』上山田平編，中公新書，1969年）
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　一番欝の例では同一文申に「くらい」・「ぐらい」双方が出現している。先
に挙げた『黒劉の例ではF一週閤」に「くらい」がついているが，上記最
後に挙げた例では「ぐらい」が接続している。また，標高について述べてい
る表現では，「メートル」に続いて「くらい」・「ぐらい」どちらも現われてお
り，年号については「BC二〇〇〇年くらい」，「AD四五〇年ぐらい」と，双
方が接続している。
　こうした目についた例だけをみる限りでは，「くらい」と「ぐらい」に違い
はないように思われる。では，「くらい」と「ぐらい」の違いとは語形式の違
いだけということなのだろうか，意味・用法に違いはないのだろうか。これ
が本稿のそもそもの出発点である。
　副助詞「くらい」について述べたものはいくつかあるが，まとまった数の
用例を集めて「くらい」と「ぐらい」の違いについて述べたものは少ない（注2）。
　また，根来［1967］によれば，「くらい」と「ぐらい」について「この清濁
は各個人の口ぐせによると思われる。」とし，本質的な違いはないという見解
を示している。
　本稿では，十分な量の均質な言語資料からまとまった数の鳳列をを得て，
その上で「くらい」と「ぐらい」の違いを考察したいと考え，対象資料とし
て国定読本を選んだ。これは，国定読本が現代語に少なからぬ影響を与え，
日本語の標準を確立するに力あったとされており，これを対象とすることで，
逆に現代語の基礎部分における「くらい」と「ぐらい」のお互いの位置づけ
を探ることができるのではないか，と考えたからである。また，その編集に
多数の人物が一定の方針によって関わったということは，文学作品のように
一個人のことばに対する癖や好みの反映といったことが少なく㈱》，いうなれ
ば「没個性化Jした資料，表現や語の選択に偏りの少ない資料と考えられ，
その「没個性化」によって，その蒔のもっとも中立的な表現や用法をつかめ
るのではないかと考えたからである。
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2．調査対象について
　本稿では「くらい」・「ぐらい」を含む全用例において，その前後につく語
についても検討することにしたため，「て～ん」の部がまだ出ていない第六期
国定読本用語総覧似下単に聡覧とする）は対象からはずすことにした。
よって調査対象としたのは，第一期から第五期の国定読本である。
　国定読本第一期から第五期までの本文中にFくらい」もしくは「ぐらい」
が出現するのは全部で169例あり，そのうち4例は「位」と漢字表記されて
いる例である。
　この漢字表記された「位」はすべて同一期，国定読本第二期中に出現した
例である。これらの例にはルビも振られておらず，総覧上では「ぐらい」と
読みを与え，見出し「ぐらい」の下に並べているが，これは編集の都合によ
るところが大きい。
　第二期国定読本に対する「尋常小学読本編纂趣意書」（「近代臼本教科書教
授法資料集成　第十一巻　編纂趣意書1」所載）にも，それを「ぐらい」と
読むか，「くらい」と読むかという判断は示されていない。「位」という漢字
に対する読みそのものは「くらい」として新出の蒋点で与えられている。編
纂趣意書の読替漢字表には新出の時の読みと異なる音訓が現れた時にそれを
載せるが，連濁するような場合の音についてはわざわざ載せることがない。
よってこの場合，「くらい」と読むか「ぐらい」と読むかという半璽断はつかな
い。判断のつかぬものは除外することとして，ここでは「位」の4例を対象
からはずし，全部で165例についての調査を行った（翻。
　また，ここでは国定読本と同時期に出版された辞書において，「くらい」・
「ぐらい」の記述がどのようになされているかについても併せ報告する。
3．国定読本に現われることば
　国定読本は国語の標準を示すために主として東京の中流社会に行われてい
た表現を取り入れて作られたとされており，第一期国定読本の編纂趣意書に
は，
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　「文章ハロ語ヲ多クシ用語ハ主トシテ東京ノ中流社会二行ハルルモノヲ取
りカクテ国語ノ標準ヲ知ラシメ其統一ヲ図ルヲ務ムルト三二出来得ルタケ児
童ノ日常使絹スル言語ノ中ヨリ用語ヲ取りて談話及綴り方ノ応用二適セシメ
タリー以下三一」（第一期　尋常小学読本編纂趣意書「第二章　形式」：「近
代H本教科書教授法資料集成　第十一巻」所載）
とあり，また第：期国定読本の編纂趣意書には，
　「口語ハ略東京語ヲ以テ標準語トセリ。一中略一国語読本バー方二於テ国
語統一ノ実効ヲ挙ゲントスルモノナレバ，一以下三一」（第二期　尋常小学読
本編纂趣意書「第三章　言語及ビ文章」：周上所載　以下「編纂趣意書J，「修
正趣意書」についての引用ははすべて同書による）
と記されている。分量の増加，漢字の提出学年の異同などはあるが，第三期
以降も墓本的な姿勢は変わっていない。したがって，ここに現われている表
現は国語の標準として考えるべきことばの用い方，意味を撮わされていると
いってもよいだろう。
　では，「くらい」・「ぐらい」が国語の標準の表現としてどのように扱われて
いるか，あるいは第一期から第五期までの門下的な流れに伴うなんらかの変
遷がみられるかどうか調べていくことにする。
4．総数の変化
　まず，「くらい」・「ぐらい」の総数がどのように変化しているかをみてみる。
　表1は，第一期目ら第五期までの期別の「くらい」・「ぐらい」の出現総数
と二期の延べ語数翻を表している。また，「対延べ語数比」は，学期の延べ語
数に対する「くらい」・「ぐらい」の出現の割合を千分率（％）で表したもの
である。この千分率をグラフにしたものがグラフ1である（注6》。
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表1　期溺出現総数
くらい 対延べ語数銘 ぐらい 対延べ語数比 総覧延べ語数
一期 5 0．15 3 0．09 32362
二期 ’3 0．04 5 0．06 77358
三期 14 0．15 23 0．25 920！0
四期 26 0．2玉 28 0．23 122429
五期 21 0．17 37 0．29 126033
合計 69 0．15 96 0．21 450192
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　　　　　一期　　　　二期　　　　三期　　　　躍期　　　　五期
　　　　　　　　　グラフ1　各期の出現総数（篇）
　グラフをみてわかるように，第二期でいったん落ち込むが（tt7），全体として
は時代が下るにつれて増加の傾向にあることがうかがえる。
　また，第一期・第二期と第三期以降との間での増加率が高いこともわかる。
その理由としては，第三期国定読本の修正趣意書（第三期には編纂趣意書は
ない）に述べられているように，分量の増加が影響を及ぼしていると考えて
よさそうである。
　それぞれの変化に注冒すると，「くらい」に比べて「ぐらい」のほうが時代
を下るにつれて増加傾向にあることがわかる。
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　次に「現代語の助詞・助動詞一用法と実例一」（国立国語研究所報告3，秀
英出版，1951以下「現代語の助詞・助動詞」と略す。）に挙げられている「く
らい」の分類によって国定読本に現れた165の文例を分類してみることにす
る。
　この分類は，
　　　1）おおよその分量・程度を表わす。
　　　2）ある事がらを例示し，それによって，動作や状態の程度を示す。
　　　3）程度を表わす際，比較の基準を示す。
　　　〔～くらい～はない）
　　　4）ある事がらを例示し，その程度を弱い・軽いものとして扱う。
　　　〔～くらいなら〕
という四つの分類（以下この分類を単に「分類」とよぶ）からなり，「くらい」
あるいは「ぐらい」が，文中でどのような意味，役割を担わされるかに注目
したものである。
　表2は「くらい」・「ぐらい」の総数を各期ごとに上記四つの「分類」によっ
て分けたものである。
　　　　　　　　　　　　表2　門別分類比率
一期 二期 三期 四期 五期
分類1 5 6 21 28 40
分類2 0 0 6 9 5
分類3 1 0 4
?
8
分類4 2 2 6 4 5
合計 8 8 37 54 58
　これを各期の合計に対するそれぞれの「分類」の割合を算出してグラフに
まとめると以下のグラフ2になる。
　また，全期を通じた総数によって「分類」ごとの出現比率を円グラフにま
とめたのがグラフ3である。
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???????????
一一 二期 三期 四期 五期
國分類4
翻分類3
口分類2
懸分類1
グラフ2　総数の期鋼分類比率
分類4
　12％
分類3
　16％
分類2
　12％
分類1
　60％
グラフ3　総数の秀類男批率
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　グラフ2をみると，第一一一rw，第二期に比べ，第三期以降には「分類」にバ
リエーションがみられるようになることがわかる。また，グラフ3によって
全体を通してみると，おおよその分量・程度を表わす「分類」1が半数以上
を占めており，「分類」2，3，4はそれぞれほぼ同程度の出現率となってい
る。
　第三期国定読本の修i正趣意書（第三期には編纂趣意書はない）に，以下の
記述がみられる。
　「分量ノ増加二伴ナヒ，教材モ自然二増加シタルヲ以テ，一中略一特二左
ノ種類ノ教材ヲ増加スル計画ヲ立テタリ。
一一C児童ノ日常生活二関スルモノ。
一，田園趣味ヲ養成スベキモノ。
一，理科及ビ実業二関スルモノ。
一，経済及ビ公民ノ心得二関スルモノ。
一，国勢ノ現状，世界ノ事情二通ゼシムベキモノ。」（第三期尋常小学読本修
　　正趣意書「第三章　教材ノ選択　一一」）
　第一期，第二期においても同様の分野に関する教材が扱われてはいるが，
童話，神話，諺などを扱うものが目立つ。
　第三期以降はこうした教材の増加と内容の拡充とによって表現が多様化し
たことが，グラフ2の示している第三期以降での「分類」の多様化とつながっ
ていると考えられる。
5．同時期の辞書記述について
　ほぼ同蒔期の辞書として記述を調べたのは以下の五種類の西語辞書であ
る。
日本大僻書（明治二十九年五月一日　第七改版，山田美妙，SN法堂）
言海（明治三十一年二月　第四十一版，大槻文彦）
ことぼの泉（明治三十一町版：昭和五十四年復刻，落合直文，ノーベル書房）
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三脚林（昭和十四年十月十日　新訂携帯六百版，金澤庄三郎編，三省堂）
明解國語僻典（昭和二十二年四月五日　十版，金田～京助編，三省堂）
　第一期の国定読本は明治三十七年より使用され，第五期は昭和十六年より
使用されたので，その前後の時期の国語辞典ということになるが，それらの
上ではどのような記述がなされているだろうか。
　古い順に記述をみていく。
【日本大群書】
見出し語＝くらみ（名詞の「くらみ」とは易弓に立っている）
品詞＝接尾
記述＝「他ノ語二附属シテ副詞髄ヲナシ，物ノ程度ヲ示ス謡。」
　用例は1例挙がっているが，「ぐらゐ」が用いられている。
【雷測
見出し語諜くらみ（名詞の「くらみ」とは別見出し）
品詞＝接尾
記述掌「他三二属キテ副詞トナル接尾語。ホド。ダケ。バカリ。」
　用例は，短いものが5例挙がっている。国定読本では第五期にならないと
出現しない指示代名詞を用いた例や連体詞を用いた例も挙がっている（「コレ
ー，アル」「コノー，残ル」）。ただし，「一」で表されている部分が「くらい」
であるか「ぐらい」であるかは判断がつかない。
【ことばの泉】
見出し語＝くらみ（名詞の「くらみ」とは瑚見出し）
品詞漏接尾
記述＝「位。ほど。ばかり。だけ。俗語。」
　用例には，やはりこれも短いものが挙がっている。指示代名詞を用いた例
一　le3　一
（「どれぐらゐ」）と数表現を糟いた例（「大さ一一尺ぐらゐ」）の2例だけだが，
双方とも「ぐらゐ」を用いている。
【廣丁丁】
見出し語欝一くらみ（名詞の「くらみ」とは別見出し）
品詞＝接尾
記LT・・「ほど。だけ。」
　用例は，1例だけ。連体詞を用いた例（「あの一」）。
【明解主語二半】
見出し語＝一くらみ（名詞「くらみ」とは別見出し）
品詞襟接尾
記述＝「ほど。だけ。．凡そ。」
　用例はなし。
　ここで注目したいのは，閣治中期の段階ですでに国語辞書に「くらい」が
接尾語あるいは接尾辞として立てられており，用例にも連体詞に接続する例，
指示代名詞に接続する例が早くもみられるということである。
　湯澤［1960］によれば，指示代名詞を伴った「くらい」あるいはfぐらい」
の衷現は明治に入ってから生じたものであろうとしており，現代語の「くら
い（ぐらい）Jを扱ってらる倉持［1978］でも同様のことが述べられている。
　このことからすると，閣治中期までにB常会話などの口語においてはすで
に指示代名詞を伴った：表現が使われていたと考えられる。ほぼ半世紀後の第
五期になるまで国定読本がそうした表現を採用しなかった理由としては，「こ
とぼの泉」の記述に「俗語jとあるように，本来は「くらい」が「ほど」「ば
かり」「だけ」に比べ，俗語的な表現だという意識があったことが挙げられよ
う。
　Fほど・ばかり・だけ」と「くらい・ぐらいJとがまったく同じ意味を持
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つわけではないが，ある用法ではほぼ同じ意味を持って重なる。國定読本に
おいて「ほど・ばかり・だけほの中で比較的多く出現している「ほど」につ
いて，ここで「くらい」・「ぐらい」との比較を行ってみる。
　「ほど」と「くらい」・「ぐらい」とのもっとも意味の近い用法として考え
られるのは，「分類」の1にあたる，数を伴う表現である。それ以外では意味
や用法が異なり，両者の単純な比較はできないため，数を含む表現に限って
比較をしてみる。
　ちなみに，副助詞ドほど」の出現数と数を含む表現の出現数は以下のとお
りである。
??????????
出現総数
26
54
59
127
119
数を含む表現
　　　　　17
　　　　　10
　　　　　5
　　　　　16
　　　　　8
　国定読本では，文学作品や発話を文字におこした資料と異なり，数を含む
表現には「ぐらい」だけしか出現しなかった。
　それぞれの期の延べ語数に対する「ぐらい」，「ほど」の各期出現数の比率
を千分率で表したものが表3で，それをグラフにしたのがグラフ4であるが，
ここからわかることは，数を含む表現において「ほど」は期を追うごとに減
　　　　　　表3　数を含む表現「ぐらい」と「ほど」（箔）
ぐらい ほど
一期 0．06 0．53
二期 0．04 0．13
三期 0．14 0．05
四期 0．17 0．13
五期 0．25 0．06
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e．　2e
Q．　10
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rk一ほど
　　　o．　ee
　　　　　一期　　　　二期　　　　三期　　　　四期　　　　五期
　　　　グラフ4　「ぐらい」と「ほど」の数を含む表現（％）
少傾向にあるのに対し，「ぐらい」は増加傾向にあるということである。
　第三期国定読本修正趣意書に述べられているように，日常生活や実業と
いった分野への教材拡充により，日常語的な「ぐらい」の出現頻度が上がっ
たと推測される。
　また，同修正趣意書には，　lee文の増加を企図し，その割合を上げたとい
うことも述べられている。第四期・第五期もともに口語文の割合を増やして
いったことが，やはりそれぞれの編纂趣意書に記されている。この口語文の
増加ということも「俗語」的であった「ぐらい」の増加をもたらし，よリフォー
マルな表現ともいえる「ほど」にとって代わることにつながったといえそう
である（注8）。
6．「くらい」と「ぐらい」の「分類」別出現数
　では，三男弓に「くらい」と「ぐらいJとがどのように出現のしかたが異な
るか，について述べていく。
表4は「くらい」と「ぐらい」の「分類」溺の出現数と総出現数に対する
それぞれのF分類」の比率を百分率で表したものである。表4での対総数比
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をグラフにしたものがグラフ5である。
　それらから半蜥すると，「くらい」は「分類」の1から4までバランスのと
れた出現をみせるが，「ぐらい」は「分類」1に大きく偏って出現している。
「ぐらい」はおおよその程度や分量を表わす用法がその四分の三を占めてい
る。
　表5は表4め出現数の期別の内訳を求めたもので，それをそれぞれグラフ
　　　　　　　　　　　表4　牙類別の総数と比率
くらい 対総数比％ ぐらい 対総数比％
分’、1 27 39．13 73 マ6．04
分類2 19 27．54 1 1．04
分’・3 12 17．39 14 14．58
分類4
?
15．94 8 8．33
合計 69 100 96 100
80 、、脚阿焔
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???????
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グラフ5　分類甥の出現数からみた傾向
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表5　期ごとの分類別出現数
くらい ぐらい 合計
一期 分類1 3 2 5
分画、2 0 0 0
分’・3 0 1
?
分よ’4 2 0 2
二期 分斐1 3 3 6
分’2 0 0 0
分阻3 0 0 0
分類4 0 2 2
三期 分類1 6 15 21
分’、2 5 1 6
分類3 0 4 4
分’4 3 3 6
四期 分類1 7 21 28
分類2 9 0 9
分類3 7 6 13
分類4 3 1 4
五期 分類1 8 32 40
分豪2 5 0 5
分類3 5 3 8
分類4 3 2 5
にしたものがグラフ6およびグラフ7である。
　二つのグラフを比べてわかるのは，総数の「分類」別比率で，第三期以降
の「分類」にバリエーションが現われたのは主として「くらい」の表現の多
様化であるということである。「ぐらい」はむしろ期が下るにつれて「分類」
1の割合を高めているといえる。このことは，国定読本において，「くらい」
が副助詞としての表現の多様化のために用いられ，「ぐらい」はもっぱら数を
含むようなおおまかな程度や分量の丁丁に用いられるようになったというこ
とを意味している。すなわち，両者は別々にそれぞれの役割を果たしている，
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　　　　　　　　　グラフ7　「ぐらい」二二分類比率
ということがここでいえる。
7．「くらい」と「ぐらい」の前にくる贔詞
　ここで，副助詞「くらい」・「ぐらい」について今までに論じたものが触れ
ているように，それぞれがどのような品詞の語に従って出現しているかにつ
いて述べる。
　「くらい」・Fぐらい」の前に出現する語（以下前接語とよぶ）の品詞とし
て，本稿では総覧に記述されている品詞を用いることにした。ただし，前接
　　　　　　　　　　　　　　　一　109　一
語が名詞，形容詞，連体詞，動詞，藷彗詞以外のもである場含は「その他」と
した。
　まず，「くらい」・「ぐらい」の品詞劉の総数をまとめたのが表6で，それを
グラフにしたものがグラフ8である。
　森田［1968］に述べられていたのと岡様，連体詞が前接語となる例は国定
読本でも「くらい」だけであった。「ぐらい」はほとんどが名詞である。「く
らい」ではむしろ名詞は少数派である。
　では，期別にみると出現数はどうなっているだろうか。表7がそれである
が，「ぐらい」の前接語は動詞が第二期と第三期とで3例，謝詞が第二期に1
例あるだけで，第四期，第五期では名詞のみである。これをグラフにしたの
　　　　　　　　　　　　表6　品詞門出現数
くらい ぐらい 総数
名詞 6 92 98
形容詞 5 0 5
連体詞 30 0 30
動詞 15 ・3 18
副詞
? 1 2
その他 12 0 12
合計 69 96 165
ぐらい
くらい
le9　　　2G％　　　30％　　　4嚥　　　　5〔縄　　　　50％　　　70鬼　　　8（罵　　　　9幌　　　　IG（罵
麟名詞　　　　口形容詞　　　　画連体詞　　　　圏動罰　　　　鴛副詞　　　　臼その他
グラフ8　前特典の品詞比率
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がグラフ9，グラフ10である。
　「くらい！の前接語の期溺の変化は，繰り返しになるがやはり第三期以降
にバリエーションが出ている。そして特微的であると思えるのは，全期を通
じて連体詞を前議語とする表現が出現していることである。
　「ぐらい」についてはほとんどが名詞を前接語としてFくらい」との棲み
分けが園られているといえる。
　　　　　　　　　　表7　期ごとの品詞繋縛現数
一期 二期 三期 四期 五期
名詞 0 0 1 2 3
形容詞 0 0 2 3 0
くらい 連体詞 4 3 6 8 9
動詞 o 0 3 7 5
講詞 0 0 o 0 1
その他 1 0 2 6 3
名調 3 3
??
28 3？
形容詞 0 0 0 0 0
ぐらい 連体調 0 0 0 0 0
動詞 o 1 2 0 0
講詞 0 1 0 0 0
その他 0 0 0 0 0
?????? ?
翁：
?
｛ 口その他
Pt副詞
醐動詞
翻連体詞
〔」形容詞
幽名詞
一期　　　　　二期分　　　　’三期　　　　　四期　　　　　五期
　　グラフ9　各期の「くらい」前接語品詞別出現数
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　　　　　グラフ10各期の「ぐらい」前接語品詞別出現数
8．おわりに
以下に副助詞「くらい」・「ぐらい」について，国定読本の調査結果をまと
める。
　○「くらい」と「ぐらい」の役割分担
　　　1）「くらい」の現われ方は「分類」1から4までの意味・用法の異な
　　　　　る褒現にも偏りなく現われる。
　　　2）Fぐらい」の現われ方は「分類」1においてもっとも顕著で，おお
　　　　　よその分量・程度を表現する場面で多く用いられる。
　○前接語
　　　1）連体詞「この・あの・その・どの」を前接語とする場合には，あ
　　　　　とに「くらい」が続く。
　　　2）名詞を前接語とする場合には，「ぐらい」が接続する場合が多い。
　　　3）「ぐらい」での醜接語の95パーセント以上は名詞である。
○数を含む表現
　　　1）数を含む表現にはすべて「ぐらい」が使われている。
　　　2）国定読本においては，日常生活や実業といった分野への教材の拡
　　　　充により，また，日常使用する口譜を採用するという観点から「ほ
　　　　　ど」にとって代わって「ぐらい」の使用率が上がった。
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　これらの点を総合すると，国定読本においては「くらい」と「ぐらい」は
どちらを使ってもよいという，あいまいな使われ方ではないことがわかった。
編纂趣意書などに明記されてはいないものの，前接語の種類，「分類メこみる
ような意味・用法の点からも，国定読本における「くらい」と「ぐらい」は，
はっきりとした区別のもとに使用されているようである。
注
1　此島［1966］によれば，助詞としての「くらい」の成立は江戸時代に入ってか
　らであるとされる。また，湯澤［ig60］では，江戸時代の用例についての説明で，
　「くらい」および「ぐらい」の前に接続する語の文法的な分類によってその出現
　のしかたの違いを論じている。
2　副助詞としての「くらい」’「ぐらい」について論じたものには，総覧と立場の
　違うものがいくつかある。
　　橋本［1969］，森田［1968］では，副助詞の場合の代表語形式を「ぐらいJとし
　ている。森田［1968］では，さらに，大正・昭和の短編小説および新聞・雑誌か
　ら収集した用例中には連体詞に接続するものとして「くらい」のみが出現したと
　し，「それ自体評価の基準点を詣示する概念が抽象的ではあるが認められる！とい
　うことから，連体詞に接続している「くらい」を名詞と考えることが述べられて
　いる。
　　本稿では総覧に立てられている見出し語とその品詞に基き，「くらいゴ「ぐら
　い」双方を二つの見出し語として同等に扱い，総覧上で連体詞に接続するものも
　含め，副助詞としてあるものすべてを副助詞として扱った。
3　たとえぼ，坂口安吾狛痴露では，「くらい」1例に対して「ぐらい」が17例
　現われているが，川端康成野伊豆の踊子過では，「くらい」5例に対し，「ぐらい」
　は出現例がない。
4　調査には，総覧と機械可読化された国定読本本文データを用いた。
5　総覧の第1巻，第3巻，第5巻，第7巻，第9巻にそれぞれの期の用例数が載
　せられており，それを薙べ語数と考えてよいが，各巻の刊行後に再調査したとこ
　ろ若干数値にちがいがあった。ここではその修正値を用いた。
6　第二期「ぐらい」の出現数は5としてあるが，総覧上の出現数は漢字表記され
　た「位」の例があるので9となっている。グラフ上，総数で4例少ない。
7　第二期に出現した漢字衰記の例をはずしたことが影響してはいるが，それを加
味したとしても若干数値が落ち込むようである。
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8　ただし，副助詞「ほど」は，
??????????
出現総数
26
54
59
127
119
対延べ語数比（脇）
　　　e．se
　　　O．70
　　　e．64
　　　1．04
　　　0．94
　と，第一期から第三期にかけては減少しながら第四期で増加し，第五期で若干
の減少をみせている。よって，「くらい」・「ぐらい」の「分類」1以外の意味・矯
法，「くらい」・「ぐらい」と置き換え不能な用例が増加傾向にあるといえそうであ
る。
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用例
　最後に今國使用した国定読本の用例をすべて挙げる。
　「くらい」・「ぐらい」の出現箇所の前には「W」を挿入してある。
　旧例に付されている清報は順番に以下のとおり。
　　　例：0　112　連　　「潮例本文」
o
112
連
「くらい」の用例であることを示す
「ぐらい」の用例であることを承す
3桁の数字は，菖の位が期を，十の位が学年を，一の位は，1が上巻，
2が下巻を表す。112なら，第一期第一学年の下巻を意味する。
「くらい」，「ぐらい」の前接語の品詞を表し，この場合は連体詞を恵味
している
　　　文中の＠Klは，本文中のオドリ記号を表わす。
品詞の略称は以下のとおり
名　　　名詞
形　　　形容詞
動　　　　動詞
連　　　連体講
副　　　　副詞
上記以外他
O　！i2連
O　141
0　141連
O　141
0　142
0　221
0　241
0　241
0　321
0　322
???????
コノVクラヰナ　コト　デハ　ナキマセン。
ぬれさせるWくらみなら、いっしょに、ぬれます。
コノアガッタリ、サガッタリシタノヲ、度ニアハセテ、見ルト、ド
ノWクラヰ、暑イカ、
ドノクラヰ、暑イカ、ドノWクラヰ、寒イカガワカリマス。
郵便のお話は、ま一、こめWくらみにしておきませう。
コンナニノビテ、私ノセイトオナジWクラヰニナリマシタ。
武士としてはあのWくらみな馬をもつて見たい。
モシ手ガナカツタラ、ドノVクラ＃不自由デセウ。
どちらもたいていおなじWくらみで、かちまけは
をぢさんのうちでは、には一ぱいもみがほしてあって、足のふみば
もないWくらみでした。
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0　341動　あなたから一文でももらふ氣があるWくらみなら、此所まで持って
　　　　　　來はしません。
0　35ユ動　又季節ニヨツテカハルWクラヰデナク、何蒔デモマハリノ物ノ色ガ
　　　　　　カバレバ、聞モナクソレト三等色ニカハルモノモアル。
0　351逮　暑さも年中此の》くらみのものださうで、かねて思ってみたとは違
　　　　　　ひ、なか＠K1住みよいところのやうです。
0　352　動　こちらへ來てもう三月絵りになりますが、よくも綾くと思ふVくら
　　　　　　みの天氣綾きで、雨といふものはごくたまにしか降りません。
0　352連　大分長くなりましたから、今Hは髭のWくらみにして置きます。
0　352連　三日四日纏いて寒ければ、其の次には又其のWくらみの問暖かさが
　　　　　　績くといふやうに、寒さと暖さがほとんど規則正しく交替すること
　　　　　　です。
0352連残念でたまらなくなったので、何此のWくらみの事がこはいものか
　　　　　　と、自分から先に立って渡ったのです。
0　361　形　貨幣・紙幣なくして一日目生活することは出來ぬといってもよいW
　　　　　　くらみである。
0361名一番早く伐るとしても、其の時は僕がおとうさんWくらみの年にな
　　　　　　ってみるわけだ。
0　361連今に御らん、此のWくらみ離して植ゑても、十五六解義には間伐を
　　　　　　しなければならないやうになるから。
0362他身には色目も見えぬ破れ衣をまとひ、Bにやけ仕事にやつれて年の
　　　　　　頃もよくわからぬWくらみであるが、きっと結んだ目もとには意志
　　　　　　の強さが現れてみる。
0　362他　三人の心はもう驚と感激で一ぱいになって、唯ぼうっとして、ひき
　　　　　　終ったのも氣附かぬWくらみ。
0　421名　「その大きなぼけものは、わたしWくらみもあったかね。
0421連「では、このWくらみかね。
0421連大きいのがじまんの大野は、うんといきを吸ひこんで、おなかをふ
　　　　　　くらませて、「そんなら、このWくらみもあったかね。
0422形庭～パイモミが承シテアッテ、足ノフミバモナイWクラヰデシタ。
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0431名　水は深くて、大きなからだが、半分Wくらみはかくれました。
0432他夕方は大晦な人出で、雨がはの歩道は、ちよつと歩けないWくらみ
　　　　　　だ。」
0　432動　ちやうど、目がねの玉がはまるWくらみの大きさに巻いて、其の一
　　　　　　方
0　432　動　さうして、さっきの筒の中へ、ちやうど、それがする＠Klとはい
　　　　　　るVくらみの大きさに作って、それをのりづけにした。
0　432　運　　「おとうさん、もう、どのWくらみ積ったでせう。
044i形大川をめぐらした眺は大阪らしい景色で、其のま〉の水の公園とい
　　　　　　つてよいVくらみです。
0　441他　後には甲板の人々の顔も、はっきり見えないWくらみになりました。
0　441動　あなたから一文でももらふ氣があるWくらみなら、こ〉までわざ
　　　　　　＠K1
0　441　連　高さはどのWくらみあらうか。
0　442他　汽車や自動車もかなはぬWくらみの速さですから、幾齋粁の海を一
　　　　　　氣に飛ぶことも、決して不思議ではありません。
045i盤面より少し小さいWくらみの大きさですが、全髄が濃い緑色で、頭
　　　　　　が黒く、
0451動　たまさか、大きなサボテンがあるVくらみのものです。
0451連此のWくらみあいきやうのある氣のきいた轟は、めったにないもの
　　　　　　だ。
0452他少しぽかり背が低くなったVくらみです。
0　452動　荷車に蒸氣小回を装置したやうなもので、速度もおそく、人の歩く
　　　　　　Wくらみの速さに過ぎなかった。
0　452連　」と、一人の官女が申しますと、「其のWくらみと、私も思ひます。
0　461他　三人の心はもう驚と感激で一一ぱいになって、唯ぼうっとして、ひき
　　　　　　終ったのも氣附かぬWくらみ。
0　461　動　時々島が見えるVくらみのものでした。
0　461動　狭い道の素意には、大きな笹〔さ〉］が僕等の頭をおほふWくらみ
　　　　　　高く茂ってみた。
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0462他
0　462連
0　462連
0　521名
0　521連
0　521連
0　532　動
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とうろうの色鮮かに、江上に影をうつすさまは、叢にもかきたいV
くらみである。
ほんたうにさうした不法面隠があったかどうか、若しあったとすれ
ば、どのWくらみの損害賠償をさせるのが適當であるかを判断せね
ばならぬ。
なに、跳のWくらみ何でもないよ。
「その大きなばけものは、わたしWくらみもあったかね。
「では、このVくらみかね。
「そんなら、このWくらみもあったかね。
さっきの筒の中へ、ちゃうど、するするとはいるWくらみの大きさ
に作って、そのはしに、虫めがねをとりつけた。
ちゃうど、めがねの玉が、はまるVくらみの大きさに巻いて、その
一方のはしに、めがねの玉をはめた。
海の深さが、どのWくらみあるか、敵艦までどのくらみはなれてみ
るか、自分の乗ってみる
敵艦までどのWくらみはなれてみるか、自分の乗ってみる
そろそろ、汗ばむWくらみ暑いffざしを受けて、男も、女も、牛も、
泥田の中で働きます。
春枝「花子さんは、どのWくらみと思ひますか。
正男「どのWくらみあると思ふ。
勇「春枝さんは、どのWくらみ。
汽車や白動：車も、かなはないWくらみの早さですから、何百キロの
海を、一心に飛ぶことも、決してふしぎではありません。
「動かないものを作るなら、少しWくらみ寸法がまちがっても、で
きないことはありません。
このWくらみあいきやうのある氣のきいた虫は、めったにないもの
だ。
時計が時を刻むのと同じやうに、羅に見えないWくらみゆっくりし
た動きで、わくが回韓してみる。
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0　552名　でも、これWくらみの波に負けるものかと、ともすればころがりさ
　　　　　　うになるからだを、はめ板や、手すりにっかまって支へながら、働
　　　　　　きました。
0　552名　これWくらみのことで一一かぎりある身の力ためさん。
0　552　連　しかし、佐吉は、「このWくらみのことで弱るものか。
0　561他　三人の心は、驚きと感激でいっぱいになって、ただぼうっとして、
　　　　　　ひき終ったのも氣つかないWくらみ。
0　561動　大粒の雨が、ものすごい音をたててゴムの葉をたたき、しぶきをあ
　　　　　　げ、一間先も見えなくなるWくらみ降り綾く時は、
0　561動　せまい道の雨側には、大きなささが、ぼくらの頭をおほふVくらみ
　　　　　　蕩く茂ってみた。
⑭　131名　蚕ハ、タイテイ、二十五Bカラ四十日Wグラヰノアヒダ、桑［クワ］
　　　　　　ノハヲタベテ、ソノアヒダニ、罎ド、ネムリマス。
⑭　131名　ハジメハ、小サナ虫デスガ、大キクナルト、ミナサンノ手ノ指Wグ
　　　　　　ラヰニナリマス。
㈱　142名　子どもが石合戦をしてをつたが、一方の人籔は菖五十人Wぐらゐで、
　　　　　　ほかの方のは、その倍ほども、あった。
㈱　231名　茶ノ木ノ高サバ大テイ三四尺Wグラヰデ、アタ・カイトコロニヨク
　　　　　　ソダツ木デス。
⑳　241動　水ニヌレルWグラヰハ何デモナイコトダ。
⑭　241副　薦洋紙ハナホマケズニ、囎等ハ水ニヌレルト、スグニベタ＠K1ニ
　　　　　　ナルガ、僕等ハ少シWグラヰ水ニヌレテモ裏ヘハ通ラナイ。
囎　24王名　コンナ所ニハ動物モゴクマレデ、植物ハマツタクナイガ、岸二近イ
　　　　　　淺イ所カラ五十ヒWWグラヰノ所マデニハ、海草ガハエテ＃ル。
㈱　242　名　マツチハーダースノ償三四鋒》グラヰナレバ、一箱三四厘ニモ足ラ
　　　　　　ズ。
㈱　331名　いかな日でも葉書の百枚や封書の三十通Wくらみは、私の〔コにはい
　　　　　　らないことはありません。
騰　332名　湖の氷が大へん毒づくなった。～尺Wぐらゐもあらう。
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醗　341名　クナイガ、岸二近イ淺イ所カラニ1－iZlli尺Wグラヰノ所マデニハ、海
　　　　　　藻が生エテヰル。
㈱　341名　大連の貿易高は横濱や神戸よりは少し下で、大てい大阪Wぐらみだ
　　　　　　といひます。
⑭342名高さが四五尺Wぐらゐで、
⑭　342　名　かりに造れたとしても、それを十銭Wぐらゐで費ってはまうかるま
　　　　　　い。
醗　342　名　したがって一包のマッチを十銭Vぐらゐで賞っても、さうおうにま
　　　　　　うかるのである。
㈱　342名　マッチはちょっとした物で、償も安く、一包十箱が十銭Wぐらゐで
　　　　　　買はれる。
　　342名　かまはさしわたしが一高Wぐらゐ、高さが匹五尺ぐらゐで
　　351動　何時もはうす暗い程茂り合ってみる爾がはの木立も、まだ若葉だけ
　　　　　　に、下草まで見えるVぐらゐ明るい。
劔　351名　それから又長い間二二に勤めて、三十Wぐらみの時、年來の貯金と
　　　　　　主人からもらった金を資本にして、小さい米屋を始めた。
⑳　351名　此の聞も十Wぐらみの少女が「君が代」をうたってゐました。
⑭　351名　大入②握りこぶし程の大きなものもあれば、雀の卵Ψぐらみなかは
　　　　　　いらしいのもあるが、どれも皆、絹のやうなうすい皮がはち切れさ
　　　　　　うに、よく蟹がついてみる。
醗　351名　其の葉の根本には、大人の頭Wぐらみの實がす〉“なりになついゐま
　　　　　　す。
⑭　352　動　鳩は一分間に約一キuメートルも飛ぶ力があるから、四五十キロ
　　　　　　メートルの慮を往復して食事する▽ぐらゐは何でも無い。
⑳　352名　廣さは二町回方▽ぐらゐで、せり場を中央にして、其の周忌は二つ
　　　　　　なぎ場になっています。
⑳　352名　さすがの鯨も次第に弱って、船から五十メートルVぐらみの麗まで
　　　　　　引寄せられた。
⑭352名私どもの若い時分には、かういふ仕事になると、あなたの半分Wぐ
　　　　　　らみしか働きませんでした。
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⑭352名　中には、書Wぐらみの子供や、其のおかあさんらしい人が、今日の
　　　　　　別れを惜しんで、泣きながら豆やにんじんをやったり、くびや背を
　　　　　　なでたりしてゐ
㈱　361名　ものすごいうなり聲を立てながらのそり＠K1と歩き廻ると、二間
　　　　　　幅》ぐらみに耕されて行く。
⑳　361名　使ひみちによって、三十年露から五六十年目Wぐらみの間に伐るの
　　　　　　ださうだから、一番早く伐るとしても、其の時は僕がおとうさんく
　　　　　　らみの年になってみるわけだ。
囎　361名　殊に日本人の小學校ありて、御前たちΨぐらみの子供が通學し居る
　　　　　　を見ては、殆ど身の南米に在るを忘れ候。
㈱　361名　したがってこ酉十賑も太陽暦なら大がい九月一日で、ちがっても一
　　　　　　HWぐらみのものだが、太陰暦になると三十日もちがふことがある。
⑭　421名　小指Wグラヰノ大キサデシタ。
⑭　422名　この子は、ずん＠K1大きくなって、三月ほどたっと、一五六Wぐ
　　　　　　らみの美しい娘になりました。
　　431名　見ル間ニノビテ、二米Wグラヰニモナリマシタ。
㈱　431名　そっと行って見ると、二米Wぐらみの高さの所に、あぶらぜみが一
　　　　　　匹止って居る。
趣　431名　一番後カラハイツテ來タノハ、七十Wグラヰノオバアサント、赤チ
　　　　　　ヤンヲオブツタヲバサントデシタ。
働432名　これで、此のガラスのふたをすると、少しすかして置いても、躊申
　　　　　　は二十四五度Wぐらみになるから、春といふよりも夏だよ。
㈱　432名　たった一米四方Vぐらみの廣さですが、こ〉ばかりは、寒い冬も知
　　　　　　らないやうに、緑や、赤や、白や、紫に、美しく照りはえて居ます。
働　432名　どこかの島根が、團がねの玉一ぽいに廣がつて、つい四五米Wぐら
　　　　　　みの所にあるやうに見えるではないか。
㈱　441名　中村君は八米Wぐらみだと言ひ、石川君は十米以上もあると言ふ。
㈱　441名　苗が：十糎Vぐらみにのびて、葉先が朝風に輕くゆれる程になると、
⑭　441名　卵は、其のま〉で冬を越して、翌年の夏艀るのですが、艀つた時は
　　　　　　二部Wぐらみの、小さい、白いうじのやうなものです。
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囎　441名　大きい本葉は長さが二糎Wぐらゐ、小さいものでも～糎ぐらゐはあ
　　　　　　ります。
鯵　441名　淺い水の上に二糎か三糎Wぐらゐ、若々しい緑の苗が鑛揃って行く
　　　　　　のは、見るから氣持のよいものだ。
⑭　441名　大きい本葉は長さが二丁ぐらゐ、小さいものでも1糎Wぐらゐはあ
　　　　　　ります。
⑭　442名　此の室の申央に、直脛四五米Wぐらみの圓い池があって、中にたく
　　　　　　さんの「いわし」が泳いで居ました。
　　442名　手おの足を一ぱいにのばしたら、三米Wぐらゐはあるでせう。
鱒　442名　夏の末頃、つぼめが、電線や物干竿に五六羽Wぐらゐ並んで止って
　　　　　　居るのを、よく見かけます。
⑭　442名　だから、ダイヤモンドは豆粒Wぐらみの大きさの物でも、何千圓、
　　　　　　何萬圓といふ高いねだんです。
⑳451名　左は山、右は海、この間を汽車は、しばしば半数米から二十米Wぐ
　　　　　　らみの高さの山腹を縫って走ります。
⑳　451名　爲翼機を北極星に向けて、一時閲Wぐらるふたをあけて置くと、此
　　　　　　の圓をゑがく様子がわかるやうに罵薦にうつります。
⑭　451名　大人の握りこぶし程の大きさのもあれば、雀の卵Vぐらみな、かは
　　　　　　いらしいのもあるが、どれも皆、絹のやうなうすい皮がはち切れさ
　　　　　　うに、よく實がついてみる。
㈱　451名　大きな犬▽ぐらみの大きさで、肢はばかにひよう長く見えます。
⑳　452　名　皆は、ちよつと顔を晃合はせましたが、「十二三田Vぐらゐはござい
　　　　　　ませう。
⑭　461名　月から地球を見るとすると、我々が常に晃る月の四倍Wぐらみな地
　　　　　　球が、天にか〉つて見えるわけです。
　　461名　高さは六百米▽ぐらゐですから、全く手に取れさうに見えます。
　　461名　もう、あなたWぐらみになれば、もっともっと大人しいはずです。
㈱　461名　だから、此の塔Wぐらゐ、どっしりと落着いて見えるものはない。
　　462名　算木といふのは、長さ殴五糎》ぐらみの四角柱の木である。
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働　521名　二十センチWぐらみにのびたいねの苗を、田にきちんとうゑるので
　　　　　　す。
㈱　522名　鼠月ほどたつと、もう十七八Wぐらみのむすめに見えました。
⑭　531名　決勝線まで、わっか二薫メートルWぐらみになりました。
　　531名　いちばんあとからはいって来たのは、七十Vぐらみのおばあさんと、
　　　　　　赤ちゃんをおぶったをぱさんとでした。
　　531名　そっと行って晃ると、一メートル半Vぐらみの高さ
　　531名　先生が、「みみずWぐらみに、どうしてそんな聲をたてるのです。
醗532名　このガラスのふたをすると、少しすかしておいても、日中は、二十
　　　　　　四五度Wぐらみになるから、春といふよりは夏だよ。
⑯　532名　たった一メートル四方Wぐらみの廣さですが、ここばかりは、寒い
　　　　　　冬も知らないやうに、みどりの葉が生き生きして、赤や、白や、む
　　　　　　らさきの花が、美しく咲いてゐます。
　　541名」勇「さあ、十四メートル▽ぐらみかな。
⑭541名十メートル》ぐらみかしら。
⑳　541名　苗が、二十センチ▽ぐらみにのびて、葉先が、朝風にかるくゆれる
　　　　　　やうになると、
働541名　糸は、一センチ、ニセンチと、見るまに延びて、ニメートルVぐら
　　　　　　みになりました。
　　541名　三ゼンチWぐらみのあさりでした。
㈱　541名　卵は、そのままで冬を越して、あくる年の夏かへるのですが、その
　　　　　　時…は、ニミリVぐらみの小さな、白いうじのやうなものです。
⑭　541名　慕い水の上に、ニセンチか三センチWぐらみの、若々しいみどりの
　　　　　　苗が出そろって行くのは、見ただけでも氣持のよいものです。
劔　541名　蔓灘は、明治以來H本の領土になりましたが、今から三百二十年W
　　　　　　ぐらゐ前までは、まだどこの國のものともきまってゐませんでした。
醗　542名　この室の中央に、直窪五メートル》ぐらみの、まるい池があって、
　　　　　　申に、たくさんの「いわし」が泳いでゐました。
⑯　542名　その機械のそばには、高等科を卒業して二三年Vぐらみの、若い職
　　　　　　工さんもみて、油を
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⑭　542名　左右の足をいっぱいに延ばしたら、三メートルWぐらゐはあるでせ
　　　　　　う。
総　542名夏の末ごろ、燕が、電線や物干竿に、五六羽Wぐらゐ並んで虻って
　　　　　　みるのを、よく見かけます。
⑭　551名　その中にたった一人、色のあまり黒くない、十歳Wぐらみのかはい
　　　　　　い少女が、日の丸の旗を振りながら、「萬歳。
㈱　551名　写真機を北極星に向けて、一時問▽ぐらるふたをあけておくと、こ
　　　　　　の圓をゑがくやうす
　　551名大きな犬Wぐらみの大きさで、足は、ばかにひよう長く見えます。
　　552名　月から地球を見るとすると、われわれが常に見る月の照門Wぐらゐ
　　　　　　な地球が、天にかかって見えるわけです。
醗552名乾かさうと思へば、半日Vぐらゐでも乾きますが、早く乾かし過ぎ
　　　　　　ると、あとでちぢんで、しわができたり、干翻れがしたりします。
⑭　552名　プリンスーオブーウェーールズは、中央と艦尾から煙を吐きながら、
　　　　　　八ノットWぐらみの速力で走ってみた。
㈱　552名　患者は半鐵Wぐらみよって、ところどころに置いてある吸ひがら入
　　　　　　れに、吐く音が聞こえます。
醗　561名　汽船に乗って、わが南洋のトラック鶏を出憎し、員南へくだって行
　　　　　　くと、～下半Wぐらゐで赤道に達する。
囎　561名　高さは五颪メートルWぐらゐですから、まったく手に取れさうに見
　　　　　　えます。
⑳　561名　それは、明け方になるにつれて激しく、夜明け前の一時間Wぐらゐ
　　　　　　に最高潮に達する。
㈱　561名　部落全腱は、高さ一三▽ぐらみの竹で作った床の上にできてみる。
⑳　561名　それからまた一日半Wぐらゐ南へ航海を績けると、一一つの島が見え
　　　　　　て來る。
　　561名　もうあなたWぐらみになれぼ、もっともっとおとなしいはずです。
㈱　561名　南洋りんごと呼ばれる小さなトマトVぐらみの大きさの實の生って
　　　　　　みる木が、早くたべてくださいといはんばかりに、往來まで枝をさ
　　　　　　しのべてみる。
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⑭　561名
⑭　562名
⑯　562名
一一ﾝトン級の船が喜五十隻Wぐらゐはらくにはいれる。
近づいて見ると、五千トンWぐらみの商船だが、國旗を掲げてみな
い。
五月から八月までは、風速二十メートルWぐらみの南西季節風が、
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